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浩

行

初
期
中
国
仏
教
に
お
け
る
戒
学
に
つ
い
て
、
十
善
戒

・
三
聚
浄
戒

・

(
1
)

戒
体
論
を
中
心
に
検
討
す
る

僧
肇
は

『
注
維
摩
結
経
』
に

十
善
菩
薩
戒
也
。
亦
有
二無
量
戒
刈
略
挙
レ十
耳
。(大

正
三
八

・
三
三
六
上
)

と
、
十
善

を
菩
薩
戒
と
し
て
い
る
。

『
弘
明
集
』
所
収
の

『
奉
法
要
』
に
は

六
度
。

一
日
施
。
二
日
戒
。
…
積
而
能
散
潤
済
衆
生
。
施
也
。
謹
守
十
善
閉

邪
以
誠
。
戒
也
。

(大
正
五
二
・
八
八
下
)

と
、
戒
波
羅
蜜
の
内
容
を
十
善
戒
と
し
て
い
る
。

こ
の
初
期
中
国
仏
教
に
お
け
る
十
善
戒
重
視
は
、
先
学
の
研
究
に
よ

れ
ば
、
印
度
初
期
大
乗
仏
教
に
共
通
す
る
。

平
川
彰
博
士
は
初
期
大
乗
経
典
を
綿
密
に
考
証
さ
れ
た
上
で
、

初
期
大
乗
教
団
に
お
け
る
戒
は
、
十
善
が
主
で
あ
っ
た
こ
と
。
戒
波
羅
蜜
の

内
容
も
十
善
で
あ
っ
た
こ
と
。
十
善
を
重
視
す
る
説
は
結
果
的
に
在
家
者
を

(
2
)

対

象
と
し
て
述

べ
ら
れ

て
い
る
。

と
、
説
か
れ
て
い
る
。

初
期
中
国
仏
教
に
お
け
る
、
十
善
戒
説
を
示
す
。
斉
武
帝
の
王
子
文

宣
王
は

『
浄
住
子
浄
行
法
門
』
に
、
諸
戒
を

第
一
翻
邪
三
帰

第
二
五
戒
三
帰

第
三
八
戒
三
帰

第
四
十
戒

第
五
具
ハ

戒

第
六
十
善
戒

第
七
大
菩
薩
戒(『広

弘
明
集
』
大
正
五
二
・
三

一
六
上
)

と
並
べ
て
い
る
。
文
宣
王
は
大

・
小
乗
戒
の
別
を
既
に
認
識
し
て
い
た

と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら

(後
述
)
、
十
善
を
大
乗
戒
と
見
倣
し
て
い
た
こ

と
は
疑
い
な
い
。

『
弘
明
集
』
所
収
の

『
奉
法
要
』
に
は
さ
ら
に

三
自
帰
者
。
…
五
戒
…
十
善
者
。
…
凡
此
十
事
皆
不
得
暫
起
心
念
。
是
為
十

善
。
亦
謂
十
戒
。
五
戒
検
形
十
善
防
心
。
事
有
疎
密
。
故
報
有
軽
重
。
…
全

五
戒
則
人
相
備
。
具
ハ十
善
則
生
天
堂
。

(大
正
五
二
・
八
六
上
-
下
)

と
、
十
善
が
五
戒
よ
り
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

以
上
の
資
料
か
ら
、
初
期
中
国
仏
教
に
お
い
て
も
、
平
川
博
士
の
指

摘
と
同
様
に
在
家
者
の
説
が
多
い
に
し
て
も
、

十
善
戒
が
重
視
さ
れ
て
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い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

し
か
し
、
法
雲
の

『
法
華
経
義
記
』
に
見
ら
れ
る
説
以
後
、

十
善

の

扱

い
は
変
化
す
る
。

五
戒
十
善
小
機
不
応
一
乗
大
教

(大
正
三
三
・
六
三
六
上
)

『
法
華
経
』
信
解
品
、
長
者
窮
子
の
話
の
中
、
長
者
の
富
貴

(
一
乗
)

を
見
て
も
畏
れ
る
だ
け
の
窮
子
を
、
法
雲
は

「
五
戒
十
善
の
小
機
」
と

釈
し
た
の
で
あ
る
。

智
顕
は

『
法
華
文
句
』
に

五
戒
十
善
止
出
三
二
途
幻
今
四
諦
十
二
因
縁
能
出
二生
死
殉

(大
正
三
四
・
八
四
下
)

五
戒
乗
出
二三
途
苦
幻
十
善
乗
出
二人
道
八
苦
↓
声
聞
乗
出
二三
界
無
常
苦
叩

縁
覚
乗
…
菩
薩
乗
…
是
為
二
五
乗
刈

(同
九
三
下
)

と
説
く
。

五
戒
十
善
は
低
位
に
置
か
れ
、
更
に
五
戒
と
十
善
は
切
り
離

さ
れ
て
声
聞

・
縁
覚

・
菩
薩
の
下
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

恵
思
撰

と
さ
れ
る

『
受
菩
薩
戒
儀
』
に
は

三
帰
五
戒
得
人
身
。
十
善
八
斎
生
天
報
。
持
十
戒
具
足
戒
。
出
煩
悩
愛
河
。

得
羅
漢
聖
果
。
受
菩
薩
戒
者
。
得
於
仏
果
。

(卍
続
二
・
十

・
一
右
)

と
、
十
善
戒
は
菩
薩
戒
と
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

初
期
に
お
け
る
十
善
の
扱
い
に
較
べ
、
梁
代
法
雲
が
五
戒
十
善
を
低

位
に
釈
し

て
以
後
、

十
善
そ
の
も
の
も
重
視

さ
れ
な
く

な
っ
た

こ
と

を
、

こ
れ
ら
の
資
料
は
示
し
て
い
る
。

で
は
、

五
戒
十
善
は
常
に
低
位
に
扱
わ
れ
た
の
か
。

道
生
の
説
が

『
法
華
経
疏
』
に
見
え
る
。

不
如
往
至
貧
異
。
三
界
為
貧
異
。
修
五
戒
十
善
。
求
人
天
之
楽
。
為
易
得
。

(卍
続
二
乙
・
二
三
・
四
〇
四
右
)

こ
れ
は

『
法
華
経
』
信
解
品
中
、
長
者
宅
に
至

っ
た
窮
子
が
そ
の
威

勢
を
畏
れ
、
自
分
に
は
貧
異
の
方
が
衣
食
を
得
易

い
、
と
い
う
文
を
釈

し
た
も
の
で
あ
る
。
道
生
は
、
五
戒
十
善
を
修
す
人
を
窮
子
と
し
て
お

り
、
法
雲
の

『
義
記
』
に
お
け
る
解
釈

へ
の
萌
芽
が
見
ら
れ
る
。

『
浬
桀
経
集
解
』
に
も
道
生
は

五
戒
十
善
。
亦
是
医
方
。

(
大
正
三
七

・
四
〇
八
中
)

己
受
五
戒
十
善
之
化
。
此
欲
為
説
無
常
教
也
。

(同
四
〇
八
下
)

こ
れ
は

『
浬
葉
経
』
哀
歎
品
中
、
旧
医

(外
道
)
・
客

医

(仏
)

・
王

の
説
話
の
中
で
客
医
の
示
し
た
治
病
、
治
国
を

釈

し
た
箇
処

で
あ

る

が
、

こ
こ
で
道
生
は
五
戒
十
善
を
仏
道
初
門
を
代
表
す
る
教
法
と
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。

『
集
解
』
中
、

同
じ
所
で
、
僧
宗
は

以
五
戒
十
善
。
生
浄
土
故
。
即
治
国
也
。

(同
四
〇
八
中
)

と
、
五
戒
十
善
を
浄
土
に
生
じ
る
因
と
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
か
ら
、
特

に
五
戒
十
善
を
低
位
に
見
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

以
上
の
資
料
か
ら
、
当
初
重
視
さ
れ
た
十
善

戒
は
、
五
戒
と
結
び
つ

い
た
五
戒
十
善
を
用
い
て
道
生
が
窮
子
を
釈
し
、

こ
れ
を
承
け
た
法
雲

が

一
乗
は
大
、

五
戒
十
善
は
小
と
優
劣
に
し
て
以
後
、
十
善
戒
そ
の
も

(
3
)

の
も
鹿
戒
と
さ
れ
る
に
至

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

中
国
南
北
朝
時
代
の
戒
学
 (利
根
川
)
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但
し
、
法
雲
以
後
、
十
善
を
重
視
す
る
説
が
全
く
な
い
わ
け
で
は
な

い
。
階
代
開
皇
末
年
に
没
し
た
慧
影
の

『
大
智
度
論
疏
』
の
中
に

論
其
 
羅
。
以
十
善
為
体
。

(卍
続

一
・
八
七

・
二
六
七
右
)

と
あ
る
が
、
『大
晶
般
若
経
』
が
既
に

自
行
二十
善
道
鱒亦
教
三他
行
二十
善
道
殉
以
二無
所
得
一故
。
是
名
二菩
薩
摩
詞

薩
 
羅
波
羅
蜜
殉

(大
正
八
・
二
五
〇
上
)

と
説
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
『論
疏
』
の
説
は
当
然
と
も
云
え
る
。

次
に
、
三
聚
浄
戒
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

先
に
触
れ
た
文
宣
王
の

『
浄
住
子
浄
行
法
門
』
の

「
戒
法
摂
生
門
第

二
十
」
に
次
の
説
が
見
ら
れ
る
。

七
衆
小
学
要
以
三
帰
為
宗
。
一
乗
大
教
必
崇
三
聚
為
本
。

(大
正
五
二
・
三
一
五
下
)

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
大

・
小
乗
戒
が
明
確

に
区
別
さ
れ

て
お

り
、
七
衆
を
小
乗
、

一
乗
を
大
乗
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

先
に
調
べ
た
様

に
、
文
宣
王
は
諸
戒
を

三

・
五

・
八

・
十

・
具
足

・
十
善

・
菩
薩

の
順
に
並

べ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
具
足
戒
ま
で
は
比
丘

・
比
丘
尼
等
七

衆
の
受
持
す
る
戒
で
あ
る
。

喩
伽
論
系

の
経
論
に
三
聚
浄
戒
が
説
か
れ
る
が
、

こ
の
う
ち
の
摂
律

儀
戒
は
具
足
戒
等
七
衆
の
た
め
の
戒
を
内
容
と
し
て
い
る
。

文
宣
王
が
小
乗
と
し
た
七
衆
が
こ
れ
を
意
味
す
る
と
す
れ
ば
、
三
聚

を
大
乗
戒
と
規
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
喩
伽
論
系
の
三
聚
戒
を
大
乗

と
は
認
め
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

『
婆
略
経
』
所
説
の
三
聚
浄
戒
の
う
ち
、
摂
律
儀
戒
は
大
乗
梵
網
経

の
十
重
戒
を
そ
の
内
容
と
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
文
宣
王
の
云
う
三
聚
が
屡
路
経
所
説
の
三
聚
浄
戒

で
あ

っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

し
か
し
、
小
生
の
調
査
範
囲
で
は
唐
以
前

の
中
国
仏
教
に
お
い
て
三

聚
浄
戒

・
理
路
経
に
関
す
る
資
料
は
極
め
て
少
な
い
。

『
広
弘
明
集
』
に
収
め
ら
れ
る
慧
津
の
書
に
、

与
瑳
律
師
井
答
…
能
於
十
地
婆
路
守
持
身
行
。

(大
正
五
二
・
三
〇
五
中
)

と
あ
り
、
『華
厳
経
伝
記
』
霊
裕
の
項
に

夏
居
十
二
。
邦
京
創
講
。
名
節
既
著
。
言
令
若
親
。
預
聴
帰
依
。
遂
号
裕
菩

薩
也
。
背
従
受
戒
。
三
聚
大
法
自
此
広
焉
。

(大
正
五

一
・
一
六
〇
上
)

と
、
理
路
経

・
三
聚
浄
戒
そ
れ
ぞ
れ

一
例
ず

つ
を
見
る
に
す
ぎ
な
い
。

し
か
も
、
慧
津
は
陳
代
、
霊
裕
は
階
代
の
人
で
、
斉

の
文
宣
王
よ
り
時

代
が
下
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
文
宣
王
の

『
浄
住
子
浄
行
法
門
』
に
説
か
れ

る
三
聚
は
、
初
頭
期
の
中
国
仏
教
に
お
い
て
、

数
少
な
い
三
聚
に
関
す

る
資
料
の

一
で
あ
り
、
し
か
も
最
初
期
の
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
文
宣
王
は

「
一
乗
大
教
」
と

「
七
衆

小
学
」
を
も

っ
て
大

・

小
乗
戒
を
分
別
し
て
い
る
。

法
雲
が

「
一
乗
大
教
」
と

「
五
戒
十
善
小
機

」
を
も

っ
て
大

・
小
乗
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を
分
別
し
た
こ
と
は
先
に
調
べ
た
。

こ
の
資
料
は
、
斉

・
梁
時
代
に
、
明
白
に
大
乗

・
小
乗
の
別
が
認
識

さ
れ
て
い
た
こ
と
、

一
乗
が
大
乗
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。

菩
提
達
磨
撰
と
さ
れ
る

『
少
室
六
門
』
の
う
ち
、
『達
磨
大
師
破
相

論
』
に

求
解
脱
者
。
能
転
三
毒
。
為
三
聚
浄
戒
。
転
六
賊
為
六
波
羅
蜜
。
自
然
永
離

一
切
諸
苦

(卍
続
二
・
十
五

・
四

一
一
左
)

と
、
三
聚
浄
戒
に
関
す
る
説
が
見
え
る
が
、

こ
の
書
は
既
に
達
磨
の
撰

(
4
)

述
で
あ
る
こ
と
が
疑
わ
れ
て
お
り
、
参
考
に
留
め
る
。

次
に
、
戒
体
に
つ
い
て
検
討
す

る
。
『浬
藥
経
集
解
』
に
三
師

が
無

作
に
関
し
て
説
い
て
い
る
。

三
六
巻
本

『
浬
般
爪経
』
迦
葉
菩
薩
品
の

善
男
子
。
往
昔

一
時
菩
提
王
子
作
二如
レ是
言
殉
若
有
三比
丘
殉
護
二持
禁
戒
輔

若
発
二悪
心
一当
レ知
是
時
失
二比
丘
戒
ー
。我
時
語
言
。
菩
提
王
子
。
戒
有
二七

種
一従
二於
身
口
一有
二無
作
色
幻
以
二是
無
作
色
因
縁
一故
。
其
心
錐
レ在
二悪
無

記
中
殉
不
レ名
二失
戒
一

(大
正
十
二
・
八
一
四
下
)

の
文
を
釈
し
て

僧
亮
日
。
無
作
是
戒
体
。
此
説
十
善
戒
。
身
口
七
支
。
従
作
色
生
無
作
色
。

無
作
為
色
。
余
三
不
従
作
生
。
不
名
色
也
。

僧
宗
日
。
第
十
三
諄
論
也
。
若
論
正
義
。
無
作
非
心
。
錐
非
色
心
。
不
得
無

也
。
此
善
法
性
違
悪
。
以
果
中
説
因
故
。
言
無
作
是
色
也
。
従
色
発
得
。
以

因
為
名
耳
。
或
者
聞
此
不
解
故
。
謂
無
作
是
色
也
。

宝
亮
日
。
為
菩
提
王
子
。
説
無
作
是
色
者
。
若
直
言
心
是
戒
。
王
子
便
謂
起

悪
心
時
。
所
受
之
戒
皆
失
。
則
無
戒
可
持
。
故
於
身
口
七
支
。
説
得
無
作
戒

也
。
謬
取
仏
意
者
。
便
言
直
以
無
作
是
戒
。
不
復
関
心
也
。
又
説
戒
即
是
遮

制
悪
法
。
若
心
不
作
悪
即
是
戒
。
聞
此
説
。
便
言
都
無
無
作
戒
。
所
以
成
謹

也
。

(大
正
三
七

・
五
八
○
中
)

比
丘
戒
を
受
持
す
る
比
丘
が
悪
心
を
発
し
た
と
し
て
も
、
無
作
色
の
因

縁
に
よ
っ
て
戒
を
失

っ
た
と
は
云
え
な
い
、

と
す
る
経
文
に
対
す
る
三

師
の
釈
。

僧
亮
は
経
文
そ
の
も
の
に
依

っ
て
無
作
を
色

と
し
て
、
心
に
関
せ
ず

と
説
き
、
僧
宗
は
、
無
作
は
本
来
非
色
非
心
で
あ
る
が
、
悪
心
の
比
丘

を
救
う
た
め
に
無
作
を
色
と
仮
に
説
い
た
と
す

る
。
宝
亮
は
両
師
の
説

を
夫

々
に
認
め
て
譲
論
が
起
る
こ
と
は
所
以
あ
り
と
し
て
い
る
。

1
 
論
題
に
は
時
代
を
南
北
朝
と
し
た
が
、
階
代
以
前
の
す
べ
て
の
著
書
を

調
査
対
象
と
し
た
。

2
 
春
秋
社
刊

『初
期
大
乗
仏
教
の
研
究
』
第
五
章

・
四
二
一
頁
以
下
。

3
 
身
三
口
四
意
三
と
十
善
は
説
く
。
中
国
仏
教
の
戒
律
思
想
に
お
い
て

は
、
小
乗
戒
は
身
口
の
七
支
を
防
ぐ
の
み
、
大
乗
戒
は
心
の
三
業
を
も
防

止
す
る
と
説
く
。
十
善
の
興
廃
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
内
容
は
中
国
仏
教

戒
律
規
範
の
基
と
な
っ
て
い
る
。

4

『仏
書
解
説
大
辞
典
』
巻
五
・
二
九
七
頁
。

(大
正
大
学
綜
合
仏
教
研
究
所
研
究
員
)

申
国
南
北
朝
時
代
の
戒
学
 
(利
根
川
)
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